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1，はじめに
アリスはウサギの穴に飛び込んで「不思議の国」に入って行った。川端
康成『雪国』（1935～48）の主人公は，国境の長いトンネルを抜けて，彼
にとってのもう一つの世界に赴いた。ＴＶ映画の「タイムトンネル」（1966，
米国）は据え置き型のタイムマシンとでも言うべきものだが，その先が異
なる時間系へつながっているというイメージは魅力的だった。そのためド
ラマが終了し忘れられた後世になっても「タイムトンネル」という言葉は，
過去へたどる道としてシンボル的によく使われる。近年では「千と千尋の
神隠し」（2001）が，トンネルの向こうに広がっていた不思議の世界での
冒険と成長を描き，多くの日本人の心をとらえた。また，一般に宗教にお
いては穴は再生を象徴する装置である。修験道などで修行の最後に穴をく
ぐることがよくあるし，寺院にしばしば設けられている「胎内めぐり」も，
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暗闇を超えることで新しい世界への再生を与える。
穴・トンネルは異界との間をつなぐものとして説話・伝承で重要なモチ
ーフとなっている。中国の小説世界においても異界譚は数多いが，そこで
は現世とのつながりがどのように意識され表現されているだろうか。アリ
スに導かれて中国小説での「異界への道」を探ってみたい。なおここで「異
界」という語は，大きくわれわれが今住んでいるこの世の外，と考えてお
く。後述のように中国小説では異界は必ずしも「外」にはないのだが……
2，仙界への道
ここで仙界とは，後述の冥界（地獄）以外の，神仙・妖怪・狐狸の類が
住む世界とする。中国での仙界の大きな特徴は，人間世界と地続きであり，
空間的に遠くてたどり着き難いが，異次元にあるものではないのが普通だ，
ということである（したがって，当初の問題設定である「異界」という概
念・名称の方を，修正して考える必要があるかもしれないのだ）。普通に旅
行などしていて，そうした存在と気づかずに遭遇して，あとで驚いた，と
いう説話は非常に多い（いや，あまり驚きもしないようなのだが）。
仙界の位置
この例は無数にあるが，唐代伝奇小説の中でも著名な『任氏伝』1）では，
主人公の鄭は長安の街中で美女と出会い，誘われるままにその屋敷に招か
れ一夜を過ごすが，そこは非常に立派だった（室宇甚厳）とある。実はこ
の女・任氏は狐の化身なのだが，それが天下の都の中に堂々と大邸宅を構
えているわけだ。
もっとも仙界というものは，もとはもちろん人間界から遠く離れた次元
の違う世界と設定されていた。『荘子』逍遥遊篇に見える「無可有郷」「藐
姑射之山」などがその先駆であり，のちの仙伝の類では2），普通は遠い山
の上に考えられている。『列仙伝』では山の頂上に住むとされる神仙が非常
91
に多い（平常生，鹿皮公，子主，呼子先，陵陽子明， 子など）が，これ
は修行のための隠棲ということから当然生まれる発想であったろう（まれ
に琴高のように水中に去って行った者もある）。
唐初の『続玄怪録』に収める「杜子春伝」（『太平広記』巻16）では，主
人公が老人に導かれて華山の雲台峰に分け入っていくと，世の常ならぬ住
まいがあって彩雲がかかり鶴が飛びかう。老人が仙丹を練る工房だったの
だ。主人公は失策をしてここを追われ，のちもう一度訪ねたいと山に登っ
たが，もう道はわからなくなっていた。これはもちろん芥川龍之介『杜子
春』の元になったもので，芥川は人間観・道徳観などについて改変を加え
たわけだが，仙界への赴き方についても，仙人（鉄冠子としている）の竹
杖に乗って空を飛んで行った，とした。たしかにそのほうが夢の世界に行
く感が強調されようが，むしろ『続玄怪録』が「遠いことは遠いが，地続
き」（原文では「四十里余」（約20km））と表現していることに注目したい。
前漢半ば，司馬遷（前145～90？）は『史記』執筆に当たってその中に
「老子伝」を立て，戦国末から漢初にかけてのその伝説をまとめた（明らか
に虚構のものだが，司馬遷はもちろんそうと知ったうえで，そうした伝承
の存在自体を伝えようとしたのであろう）が，その最後は，周王朝を見限
った老子が遁世しようとして西へ旅立ち，函谷関で尹喜の求めに応じて『道
徳経』（『老子』）を書き残したが，関所を出た後は「その最後は誰も知らな
い」としている。老子はのちに神格化され，道教の開祖と考えられるよう
になるが3），それはここで関所（地の果て）を抜けた後，「向こう側の世界」
に行った，というイメージがそう発展しやすかったのではないか，と筆者
は考えている4）。
仙界へ行く「手続き」
いかに地続きとはいえ，異次元には違いないので，そこへ行くには一定
の手続きが必要とされてはいた。その場合は，「目を閉じる」よう要請され
ることが多い。中国の冥界については小論後半で問題とするが，中国には
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仏教が流入して来てその影響を受けた地獄観が成立する以前から，人間の
運命一切を管轄する役所が泰山（山東省）の地下にあり（泰山府という），
その長官を泰山府君とする伝承があった。仏教流入以前の，中国オリジナ
ルの冥府である。
『捜神記』に胡母班という男が泰山付近でいきなり府君の部下（普通に地
上にいる）に呼び止められて府内に行き，府君から河伯（黄河の神で府君
の婿）への手紙を託される，という話があるが5）府内に行くには「目を閉
じてくれと言われ，しばらくすると立派な宮殿が目に入った」，泰山府君に
引見されて退出する際も，同様に瞑目させられた，とある。またこの後，
胡が河伯を訪ねる際も同様に瞑目させられている（以上，汪本293）。この
瞑目の意味については本編後半章で触れる。
唐代伝奇の『柳毅伝』（『太平広記』巻419）では，主人公の柳毅は道端で
羊を飼う美しい娘と会うが，これが実は洞庭湖の龍王の娘で，ある川の神
の息子に嫁いだがこの結婚が失敗でかように虐待されている，とのこと。
柳毅は義侠心を発揮し，洞庭湖を訪ねて救援を求めるのだが，湖中にある
龍宮に行くには，やはり瞑目を要請されている（龍王の娘は人間界で道端
に普通にいたわけだが）。
また，これも唐代の有名な『遊仙窟』で，仙女に会いたい主人公は積石
山に分け入っていくが，あらかじめ三日間の精進潔斎をする。これもまた
「一定の手続き」の一種であろう。この物語では，主人公が目指す仙女・十
娘と契るまでに，膨大な数の手紙や詩歌の往復がある。あるいはこれも，
仙女と俗人が結ばれるまでに必要な「一定の手続き」なのかもしれない。
ところが近世小説になると，こうした「手続き」の意識は弱まるようだ。
「地続き性」がますます強まった，と考えることもできよう。蒲松齢（1640
～1715）の『聊斎志異』では『任氏伝』型の，日常ふつうに仙女・幽霊・
狐など遭遇するという話は枚挙にいとまがない。
一方，近世では異界の位置自体は（地続きではあるが）いっそう遠くに
置かれる傾向がある。『聊斎志異』から数例を挙げると，交州（ヴェトナム
93
北部）の徐という者が船旅中に大風に吹き流されて夜叉の国に着く（「夜叉
国」）。また，朝鮮のそばに安期島という神仙の住む島があるが，俗世とま
ったく交流をせず，小張という者だけが行くことができる（「安期島」）。瓊
州（海南島）の陽という者が難破して流れ着いた先は神仙島で，瓊州から
三千里の彼方だった（「粉蝶」）。漢民族の海外渡航がますます発展し，「世
界」が巨大になったことが反映されていよう。
空中の異界
『聊斎志異』の「武夷」では，武夷山に千仞の絶壁があり，その下ではよ
く宝玉が落ちている。府の知事が怪しみ，三年かけて大きな雲梯（はしご）
を作らせる。登って行ってもう少しで頂上という時，大きな足が伸びてき
て大喝するので慌てて逃げ降りたと。空中の異界である。
中国では天上界にも地下界にも，地上の現世と同様の生活が官僚機構に
よって営まれていると考えられたのだが，そういえば人が地下の冥界に赴
く話は数多いが，天上に行く話はずっと少ない。有名なものとして『博物
志』の中に，天河に毎年八月になると上流から浮槎（いかだ）が流れてく
るという不思議があった。ある人が小屋付きの筏を作り食糧をたくさん持
って河を遡上する冒険に挑む。十余日はまだ月星を見たが，その後は真っ
暗で昼夜もわからなくなった。また十余日して城郭のある所に着き，織婦
がたくさんいるのが見えた。河に牛に水を飲ませに来ていた牛飼いが彼を
見つけて驚き，状況を話してくれる。しかしここはどこかと問うと「蜀（四
川省）の成都に行って，厳君平（後漢の厳遵，字は君平。伝承中では占い
の名人）にお聞きなさい」と言った。けっきょくついに上陸しないまま戻
り，厳遵に会って問うと，「そういえば某日，客星（急に現れる星）が牽牛
宿を犯した」と教えたが，それは彼が牛飼いに会った日だった―という
ものがある6）。
しかし，冥府については先に引いた胡母班の話（『捜神記』293）のよう
に，一般人が冥界の長と親しく話す，という状況が珍しくはない（柳毅が
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龍一族と親しく話すのも同様である）一方，天上界で生きた人間がたとえ
ば天帝（玉帝）と話をする，といったものは無いように思う（ただしやは
り『捜神記』254に，ひどく貧乏だが有徳者の夫婦が寝ていると，たまたま
通りかかった（なぜかは述べられていない）天帝（原語は天公）が憐れん
で財産を恵んでくれる―という話はある）。
これは天というものに関する考え方の，一定の限度を示しているだろう
か。さらに調査したい。
経路としての川
この『博物志』の説話では，むしろ「河川」が果たした役割に注意した
い。河川というものは異なった生活地域を結ぶものである（上・中・下流
でそれぞれ別の名で呼ばれていることも多い）。こうした川についての考え
方が発展して，人間界と異界を結ぶ役割を与えられたのであろう。川によ
って異界に到る，もっとも有名な話が，陶淵明（365～427）の『桃花源記』
である。もとは『桃花源詩』という詩の詞書として書かれた文だが，これ
自体も有名である（中国では詩と文は別ジャンルで，詩のほうが高級）。こ
れは重要な資料なので全文を引用する（『陶淵明集』による）。
晋王朝の太元年間（376～96），武陵（湖南省）に一人の川漁師がい
た。ある日，渓流に沿って進んでいくうち，遠近がわからないほど奥
深くまで分け入ってしまった。するとにわかに（視界が開けて）桃の
林が現れた。それは両岸に数百歩にわたって続き，他の種類の木は全
く無く，下草は香りよく美しい花びらを撒き散らしている。漁師は奇
異の念に打たれ，さらに進んで林の最奥まで窮めたいと思った。
川の水源で林が途切れるあたりに山があった。山には小さな洞穴が
あり，奥はぼんやりと光があるようだった。すぐに船を捨てて穴に入
ると，はじめはごく狭くてやっと人が通れる程度だったが，数十歩進
むと，パッと明るいところに出た。そこは広々とひろがっていて，家
屋敷はどれも立派であり，良い畑，きれいな池や桑竹などが備わって
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いた。畑のあぜ道は縦横に通じ，鶏や犬の鳴き声がした。〔『老子』第
80章にいう「小国寡民」そのものだった〕
中を往来して農作業に励む人たちは，男女ともその衣服はみな別世
界のもののようであり，黄色い頭髪〔白髪よりもっと年長〕にうなじ
髪を垂らし，なごやかで嬉しそうにしていた。漁師を見つけると非常
に驚き，どこからやって来たのかと尋ねるので，いちいち答えた。村
人達は彼を家に連れ帰り，酒に鶏を肴にしてもてなした。漁師のこと
を聞いて，村じゅうの人が様子を聴きに集まって来たが，自分達は「先
祖が秦の時の戦乱を避けて，妻子村人を連れてこの人里はなれた土地
に来て，もう出ようとはせず，そのまま外界と隔絶してしまったので
す」と言い，「今は何と言う時代ですか」と尋ねるのだった。（漁師は
これに答えたが，）彼らはなんと漢王朝があったことも知らず，魏・晋
については言うまでも無かった。漁師はいちいち詳しく自分が（外の
世界について）知っていることを話したが，みなため息しきりだった。
他の村人もそれぞれ彼を自宅に招いて，どこでも酒食で饗応した。数
日滞在して辞去しようとすると，中の人が言うには「（ここのことは）
外の人に話すまでもありませんからね〔話さないでくれの意〕」
外界に出ると（乗り捨ててあった）自分の船を見つけたので，来た
ときのルートに従ってもどりつつ，あちこちに目印をつけておいた。
もとの郡に戻ってくると太守を訪ね，以上のことを話したので，太守
はすぐさま人を遣ってその往路をたどらせ，目印をつけた箇所を探さ
せたが，そのままもう二度とルートを見つけることはできなかった。
南陽（河南省）の劉子冀は高邁の士だったが，この話を聞いて，喜
んで路探しに出かけた。しかし果たせず，やがて病気で死んだ。その
のち，そのまま渡し場を訪れる者は一人も出なかった。
最後の劉子冀うんぬんは，訪ねる者の身分や欲望などによって到りつけ
ないのではない，「高邁の士」でさえ不可だったのだ，との意であろう。
唐の李白（701～62）はこの陶淵明を尊敬し，オマージュ作をいくつも
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捧げているが，その一つに「山中問答」という七言絶句がある。
問余何意棲碧山　どういうつもりでこの緑の山に住むのかと問われても
笑而不答心自閑　私は微笑んで答えないが，心は自然と静かである
桃花流水杳然去　桃の花びらがはるかに流れ去って行く先に
別有天地非人間　人間世界とは違う別の天地があるのだ
「桃花流水」の彼方にあるものへの憧れと共感を吐露した一篇である。
ところでこの『桃花源記』の漁師は，渓流に沿って行っただけでなく，
洞穴に入って進むことで別天地を発見している。これが次元を超える比喩
であることは疑いないが，さらにあるいは（産道のイメージから）再生を
も暗示しているかもしれない。
ところが意外なことに，中国の説話世界ではこうしたトンネル経由の異
世界行ものがあまりないのである。その理由はここまですでに述べてきた
ような，中国の異界というものの性格の特徴による。しかし陶淵明が描い
たイメージが，中国における理想郷・ユートピアを示す「桃源郷」という
語の起こりとなっていることを思うと，このトンネル・イメージに後継者
があまり続かなかったことは意外な感がする。このことは，もう一つの異
界である「冥界」（地獄）ではどうであろうか，次章で考察してみたい。
3，冥界への道
次に，冥界との通行について。冥界，とは地下にある死者の世界であり，
地獄といってもいいのだが，中国的特性がいくつもある7）。その最たるも
のは，まず役所組織（冥府）であることで，したがって官吏がおり文書で
運営される。日本でも「閻魔の庁」というが，中国のそれはより詳細に地
上的である。地上の役所と同様に中央と地方があり，中央に当たるのは泰
山（山東省）の地下にある泰山府で，ここの長を泰山府君という。泰山は
五行思想でいう「五山」（東西南北と中央の山）の東岳に当たるので，彼を
東岳大帝とも称する。前述のとおり，仏教思想が流入してくる以前からあ
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った，中国オリジナルの冥界の主である。いっぽう地方は，下に農村を管
轄する土地神（土神，社公とも。現代中国ではただ土地tudiという）がお
り，上に都市・省クラスを管轄する城隍神がいる。人は死ぬと土地神によ
って冥界へと追い立てられ，城隍神を経ていよいよ中央で罪業に応じた審
理を受けるが，ここで中国の冥府で特徴的なのは，10人の裁判官の存在で
ある8）。彼らは「十王」と呼ばれ（秦広王，初江王，宋帝王，五官王，閻
魔王，変成王，泰山王，平等王，都市王，五道転輪王），10の殿宇で審問を
行うが，ここで興味深いのは，それぞれの殿宇が「ここでは不忠な者を裁
く」といった専門を持っていることで，つまり中国の冥府は仏教的な性格
（地獄の恐ろしい責め苦が行われるのは同じ）と儒教的な性格が結合されて
出来ているということである9）。ここでは現世との通行という点に関して
考えてみたい。
冥府へ行く
もちろん仙界と同様に，生者には及び難い隔絶された場所の筈だが，中
国小説では地上と同じように役人が表れて人を拘引して行き，あたかも陸
続きの場所のようである。しかし拘引が行われるに際し，何らかの条件は
ある。
①臨終
まず第一はもちろん人の死に際してで，『捜神記』361では漢代の賈文合
という者が死んで冥吏によって泰山へ導かれたが，司命神の「別の郡の文
合を召喚したのだ，この者はすぐに元へ帰せ」という指示で蘇生した（言
うまでもないが，現世に戻って来て語らなければ物語として成立しない）。
文書によって運営されるので地上と同様のミスも生じる。中国人には同姓
同名が多いので，地上の役所でそうした混乱が多かったと思われるが，地
下も同様ということだろう。
『西遊記』第３回では，孫悟空がこれを逆手にとって，命数尽きて冥府に
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連行されたのに，自分の寿命（342歳）を記した文書（閻魔帳である）を墨
で塗りつぶし，不死の身となってしまう。『西遊記』には，日本ではあまり
触れられないが，初めの方に唐の太宗が死んで地獄めぐりをする話もあり，
玄奘三蔵が取経者に選ばれる伏線を成している（第11回）。
②病中
死に至らなくとも，病気時に冥府の者が早くも現れる話も多い。『聊斎志
異』の「虚肚鬼王」では主人公が病に臥せっていると１人の青年が現れて
彼を散歩にさそうが，これは亡者であって，彼らはいつしか冥界に足を踏
み入れている。主人公が呼ばれたのは，冥府でこの青年と彼の恐ろしい上
官との仲を取り持つためで，主人公は前世でその上官と同世代の一族だっ
たから，という理由で頼まれている。役人がいれば情実も効く，地上と同
様である。
③夢中
また夢の中で拘引されることも多い。清・袁枚（1716～97）の『子不語』
の「城隍替人訓妻」では，城隍神に祈ったが叶えられないので神を罵倒し
た者が，夢の中で神の前に連れて行かれ，諭される。『聊斎志異』の「郭
安」では僮僕が夢の中で閻魔の庁に連行されるが，人違いと分かり帰され
ている。
清の紀昀（1724～1805）の『閲微草堂筆記』では，楊義という者の夜の
夢に２人の幽霊が現れて令状を示し連行しようとする。しかし令状に彼の
名を「楊 」（「義」の簡略な書体だが間違いではない）と記してあったの
で，俺の名はこの字ではない，人違いだと強弁して一時逃れている。しか
し再び現れた際には正式に「義」と書いてあったので万事休した10）（82頁）。
文書によって運営すればミスも出る。『子不語』の「城隍神 酒」では，
主人公の名を友人がふざけて似た名の海賊の名に書き換えてしまったた
め，冥府に拘引されて責め苦を受けさせられそうになる。
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瞑目という手続き
さて，臨死・病中・夢中という条件を挙げたが，これらに共通するのは
「目を閉じている」ということである。言うまでもなく「冥」は「瞑」（目
を閉じる）と同語源である11）から，暗い世界・冥界とは「目を閉じて行く
所」と解釈することも可能だと思う。目を閉じれば暗いように，トンネル
も抜ける途中は暗い。冥界へのトンネルはこの「瞑目」という動作が象徴
していると考えられる。
冥府諸相
冥府は役所であるから，役人がおれば賄賂もある。召喚されたが人違い
で，現世に帰れる筈なのに手続きが進まないと思っていたら，袖の下を待
って行かなきゃと人に教えられ，それで助かった話がある（『太平広記』巻
383に引く『還冤記』）。
不正に対しては抗議もする。科挙に落第したことに納得できず憤死して
閻魔に談判に行ったり（『聊斎志異』「三生」），一生善根を積んだのに報わ
れなかったので，死んでも埋葬するなと言い残して冥界に抗議に行く（『子
不語』「両神相殴」）。
『聊斎志異』の「席方平」では主人公は亡父が冥界で政敵の奸計で苦しん
でいると知り，自殺して助けに行く。しかし賄賂が行き渡っていて逆に惨
刑に会う。ここでは城隍神も閻魔も騙されていて正しく裁いてくれないの
だ。それでも訴えを取り下げなかったので再生させられるが，乳を飲まず
に再び死んで，今度は灌口二郎神らによってついに救われる―賄賂が行
き渡ってどうにもならない，というところが実に生々しい。
また当人の命運が尽きたという理由だけで冥府に召喚されるわけではな
い。冥府も役所なら官吏の欠員を補わねばならぬのでそのため呼ばれる例
も多い12）し，役所の建物の補強改築などに腕のいい職人が呼ばれたりして
いる13）。もちろん前提として死ななければならないので，後者では「私よ
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り腕のいい誰それという者がおりますが」などと言い逃れをして助かる話
になる。
地続きの冥界
このように中国の冥界は実に現世的である。しかし手続き上は，いちお
う「死，病，夢」といった瞑目を要請した上で異界へ赴くことになっては
いる。これらは前章で触れた『捜神記』にあった泰山府に行くにはいっと
き閉目する―といった儀式に当たるもので，これでステージが変わるこ
とになるのであろう（もちろん普通の人間が普通に眼を閉じただけで冥界
に迷い込んでしまっては大変なので，「彼ら」の先導という条件が必須なの
だろう）。しかしその後は普通に歩いたりして到達するなど，仙界同様に地
続きに感じられていたようで，異界感が減ずる。どうやら冥界の吏やら使
者やらはその辺をいくらも歩いているようなのである。
『捜神記』の99は１人の吏に頼まれて船に乗せたところ，これが冥府の吏
であり，持っていた文書を盗み見するとこれが近日死ぬ予定者の名簿で，
主人公の名もあった，というもの。同じく54では，名高い術者の管輅から
寿命を延ばしてやろうと言われた少年が言われたとおり村はずれの桑の木
の所に行くと，2人の男が碁盤を囲んでいたが，彼らは生命を司る北斗星と
南斗星なのだった。そこで2人に酒を飲ませて延命を得ることに成功する。
『聊斎志異』の「閻王」では，大きな竜巻が来たので酒を地面に注いで神と
して祭った。後日路傍の大きな邸宅の前にさしかかったところ，侍女が現
れて中に通す。奥に行くと恐ろしげな人物がいたので震え上がると，これ
が閻魔で先日祭って貰った礼に寄って貰ったと言った。閻魔がその辺に住
んでいるのである14）。
それどころか地獄から走って逃げてきた話もある。『聊斎志異』の「耿十
八」の主人公は冥界に連行されて望郷台（遥かに現世を望める台）に上ら
された際，この機会に逃げようと他の亡者に誘われ，台から飛び降りてい
っさんに走って「まもなく」自分の村の門に着いたという。
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また『太平広記』巻131が引く『冥報記』によれば，冀州（河北省）の
13歳になる子供の目の前に突然城市が現れた。中に入れられると，地面じ
ゅうに熱灰が敷き詰められていた。足が燃えるので，向こうの城門から出
ようと走って行くと目の前で閉まってしまう。反対側へ行けばまた閉まる，
が繰り返されてついに解放された時には膝から下は骨ばかりになってしま
っていた。常日頃，卵を盗んで食べていた報いであった。これは必要とな
らば地獄が現世にいわば出張して来る，という話である。
『今昔物語』の地蔵説話
さて日本の地獄は，その通行に関してはどう描かれていただろうか。古
く『古事記』に見える幽冥の境界「よもつひらさか」15），『出雲風土記』に
見える冥界への通路とされる「いのめ洞穴」以来，文献は多々あるが，こ
こでは地獄の文学化の代表的なものとして『今昔物語』巻17に集められた
地蔵説話を例に取る。
巻17の第17話では，東大寺の蔵満という僧が死ぬと「青き衣を着せる官
人両三人来たりて，大きにいかりを成して蔵満を捕ふ」とあって，冥吏が
拘引に来るさまは同じである。ただしこれは『今昔物語』では数少ない例
であって，いきなり歩き出す描写が多い。第20話では播磨の公真という者
が死んで「しかる間，公真，独り冥途に行きて，閻魔の庁に至りぬ」とい
い，また第21話では但馬の国挙という者が「身に病を受けて，俄かに死に
ぬ。即ち閻魔の庁に召されぬ」と，1人ですぐ赴いたように描かれている。
その途上の描写があるものでは，多くが広い野原を行くとする。第23話
では惟高という者が「身に病を受けて……忽ちに冥途に赴く。広き野に出
で，道に迷ひて，東西を失ひて，涙を流して泣き悲しむあいだ」とある。
同様の広い野を行くという表現は続いて第25，26，28話にもあり，常套的
なイメージだったようだ。宮沢賢治の「ひかりの素足」で，地獄に落ちた
少年達（親に先立ったことが罪なのである）は薄明りの野原を足を傷つけ
ながら鬼に追い立てられて進むが，これはそうしたイメージに立脚してい
異界への道
102
るのであろう。
いっぽう，真っ逆さまに落ちていく，という描写も一二はある。第22話
で賀茂の盛孝という者が死ぬと「即ち，盛孝，大きなる穴に入りて，頭を
逆さまに堕ち下る。而る間，目に猛火の炎を見，耳に叫び泣く音を聞く。
（中略）而る間，高楼の官舎のある庭に到り着きぬ」とある。このあざやか
な三次元的イメージは，仏教本来の，地獄が閻浮堤（南贍部洲）の地下に
重層構造として設けられているという，『倶舎論』や『正法念処経』及びこ
れらを祖述した『往生要集』の記述を承けるものと言える。中川信夫（1905
～84）の映画『地獄』（1960年）でも亡者たちは上から下へバラバラと落
ちて行った。
地獄の救済者
さて地蔵説話とは，地獄に落ちた亡者を「形，端厳」な「小僧」である
地蔵菩薩が東奔西走して救済する物語である。ここでわれわれは中国の冥
界・地獄を描いた小説類に，地蔵菩薩の救済説話をあまり見かけないこと
に気付く16）。「十王」思想のうちの第五・閻魔王は地蔵菩薩との習合した姿
だと説明されるから，ここに吸収されているとも考えられるが，筆者は中
国では地蔵の役割が，別の者に担われたからではないかと思う。その者と
は，前述の土地神ではなかろうか。
その例として，『子不語』の「獅子大王」で，主人公は早朝，いきなり２
人の冥吏に拘束されるが，彼がふだん信仰していた土地神が現れて，ずっ
と一緒に着いて来てくれる。そして結局は主人公が本来死ぬべきだった人
間とすり替えられる（冥籍の不正操作）ところだったことをつきとめて，
救う。冥府の上官も土地神を，よくやったと褒めている。地蔵の救済譚と
よく似ているではないか。中国の市民たちには，観音菩薩は親しんで厚く
信仰している人が多い。しかし地蔵はと尋ねてみると「ティーツァン・プ
ーサー？　ああ知ってる，知ってる。日本にもあるのか？」といった程度
の反応が多かった。なんらかの理由で地蔵信仰が日本ほどではないことは
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確かである。
いっぽう日本では，地蔵は野辺の石像になって広く親しまれている。し
かしこれも，しばしば村落の境界を守る「賽の神」と混同されて来たこと
が指摘されている。六地蔵を村はずれに建てたりするのにも，その意識は
働いているであろう。つまりここでは地蔵が土地神に当たるものに置き換
えられていると考えられる。中国小説の場合とちょうど逆になっているの
が興味深い。さらに調査を要する問題ではあるが。
冥界へのトンネル
さて日本の『今昔物語』では，前述のように地獄堕ちに際して「大きな
る穴に入りて，頭を逆さまに堕ち下る」と通路としての穴を介在させてい
るものが少数だがあった（巻17の22話）が，中国ではどうであろうか。
近世になると泰山の他に四川省の 都の地下にも冥府があると考えられ
るようになった17）が，『聊斎志異』の「 都御史」では，この（地上の）
都に赴任した御史（監察官）の華が，それを疑って冥府への入り口だと
言われている洞穴に入っていく。一里ほど行くと開けた所に出て大きな殿
宇があり，そこの役人がもう帰れない，このままここで官の職に就くよう
にと言う。「何月何日，華は生きたまま冥界に入る」と書かれた冥府の籍簿
もちゃんとあった。恐れて涙を流していると，特赦が出て地上に戻れるこ
とになったが，真っ暗で道が分からない。仏経を唱えよと教えられ，ただ
一つ憶えていた『金剛経』を唱えながら進むとやっと洞穴の外に出られた，
という。
『子不語』の「 都知県」では， 都県内に井戸があって，毎年多額の紙
銭（冥界で使用する紙幣）を焼いて投下することになっており，まるで税
金のようで怠ると災いがあるという。清初に赴任して来た県令の劉綱がこ
れを怪しみ，民を救うために冥府にかけあいに行こうと自ら井戸に縄を下
して入っていく。しばらく下ると外界と同様の世界があったが，人々には
影が無かった。閻魔と会って交渉すると，それは地上の妖術師の詐術に目
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が届かなかったまでの事だから，今後は一切無しでよいと快諾された。劉
はこのあと関帝神（関羽の神格化）とも面会したが，どこでも敬意を払わ
れて，最後は再び縄によって井戸から地上に出た。
この二例から共通して分かることは，どちらも「地獄堕ち」ではなく，
進んで穴に入って行った，いわば探検であることで，したがって復路も往
路と同じルートを帰っており，首尾一貫している。いま例が少なすぎはす
るものの，冥府行きに２つの種類を考えられそうである。先述の，①冥吏
が現れて瞑目のうちに人を拘引していく場合，穴などを通る表現は無かっ
た。すでに瞑目によって異界ステージに入っているし，その世界の者が先
導するので，ルート上の困難は無い，といったところであろう。しかし②
上記の県令たちの場合は，地上の人間が日中に自主的に探って行こうとす
るので，狭い穴のようなハードルを越えなければならない，と表現されて
いるのではなかろうか。
再生の装置としての穴
最後に再生の場となる地下の穴という例に触れておく。
『聊斎志異』の「龍飛相公」という話では，行いの悪い戴という男が，死
んだ友人から「君の名が冥土の帳簿にあり，暗黒地獄に行くとなっていた」
と聞かされ，恐ろしくなって生き方を改めようとする。しかし彼を憎む隣
人によって井戸に落とされ上を埋められてしまったので，闇の中をたどっ
ていくと幽霊たちと会い，さらに建物のある地下空間に出て，自分の８代
前の先祖と会う。先祖は食事と書物を与えて勉強をさせ，やがて「罪業の
報いが満ちたので地上に帰れるぞ」と言った。地上の家族が井戸の中にま
だ死んでいない彼を発見し，蘇生させた。戴はやがて科挙に応じ優等な成
績で挙人となった。
この話にはいくつかの物語要素が混在しているようだが，ここで井戸・
穴は「再生」の装置になっている。孫悟空の五行山幽閉（妖怪ザルが仏法
を守護する正義のサルに再生するための手続き）や『水滸伝』で昔の魔王
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たちが龍虎山での幽閉を経て現代に好漢として復活再生したこと，などと
相通じる。道教の修行者，道士たちが山に籠って洞穴で暮らしたのも，再
生の装置をそこに見ていたかもしれない。神仙道で，いわゆる「尸解」（死
体を地上に残し，昇天する）をするにはまず肉体を容れる棺ないしそれに
類するものが必要とされていたが，これも再生のための装置であったろう。
4，むすび
さて以上から，中国小説における異界，とくに冥界の特徴を考えてみた
い。それは，なんといってもそれが役所であり裁判所である，ということ
だ。そこで瞑目というステージは前提になるが，陸続きに行けるとされて
いる。この役所的発想は，やはり文人＝知識人のものだと思う。冥界に行
って裁判所で文書をめぐって官吏と談判をする，などということは文字に
も不自由な庶民には発想しにくいものだったのではあるまいか。吉岡義豊
氏が招来した図像に描かれた冥府も，仏教の地獄像に儒教的外観を上乗せ
したものである。閻魔らは地上の帝王よろしく冕を垂らした冠を頭に載せ
ているし，その裁き場は，当時の中国の地方官が民衆の訴えを取り上げま
た裁いたブースのようなものを模している（かつては行政官が裁判も担当
した）。
いっぽう民間の民話伝承を採集した書物の類を見ると，こうした冥界に
ついて述べられたものはあまりない。山本斌氏の『中国の民間伝承』（1975，
太平出版社）は1940年代初めに民間伝承を聞き書きで集めた労作だが，こ
れにも冥界の話は一つも載っていない。ヴォルフラム・エーバーハルト
Wolfram Eberhardt（1909～89）の中国昔話のタイプ別研究（1937）をも
とに馬場英子氏らが編訳した『中国昔話集』（2007，平凡社）には「冥界
の判官」と題する民間伝承を載せる18）。ある男が仲間と肝試しの賭けをし
て城隍廟の神像の前で神を相手に酒を飲む。するとのち，城隍神が現れて，
先ほどは失礼した，今度はゆっくり呑もう，と言ったという筋である。つ
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まり城隍神は出てくるが，あちらからこちらの世界に現れる（これも珍し
い設定で，それ自体また調査に値するが）だけで，人間の主人公が冥界に
入っていく話ではない。冥界訪問タイプの説話は，まさに文人たちに親し
い観念世界内での産物だったと考えておく。小論では序文以降，「中国の異
界」と言わずに「中国小説における異界」という言い方をして来たが，こ
れは文人たちが書いた小説中の世界について考える，という限定をしてい
たのである。
異界として「仙界」「冥界」を考えてきたが，最後にもう一つ，第三の異
界について触れておきたい。妖怪変化が跋扈する怪異小説の世界であるが，
中国ではその妖怪たちの姿は，ほぼすべてが女なのである（雄の狐も，人
間の女に化けて男を誘惑する（精気を奪うためなど））。この偏りはどうし
たわけであろうか。これはやはり旧中国の文学世界が文人の，それも男に
よるものだったからであろう。世界の主人公は人間＆男であるから，これ
と相対する位置にある妖怪は，自動的・必然的に女となる。仙界や冥界が，
この世界のすぐ近くないし裏側にあるように，男のすぐ隣には，親しいよ
うでいて得体の知れない，「異界」があったというわけであろう。
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注釈
1） 以下，内容を引用する（紙数の関係で大意にとどめる）小説の典拠は，『聊
斎志異』『子不語』『今昔物語』のように，原書に話ごとに小題や通し番号の
ついているものは，それによって示し同定する。『西遊記』のような章回小説
も同様である。小題の無い『捜神記』『閲微草堂筆記』については以下に示す
テキストのページ数ないしその編集者がつけた整理番号による。『太平広記』
所収の小説は，それの巻数で示す。『任氏伝』は，『太平広記』巻452所収。
2） 以下，『列仙伝』『神仙伝』はともに『説郛』巻７所収のものに拠った。
3） これについては拙稿「老子の神格化と太上老君」（『道教の神々と経典』（講
座道教１）所収，2000，雄山閣出版）で概観を示した。
4） 『太平広記』巻１冒頭の「老子」では「崑崙に昇った」としてある。漢代，
崑崙山は死者が昇天する経路だった。曾布川寛氏『崑崙山への昇仙：古代中
国人が描いた死後の世界』（1981，中公新書）参照。
5） 『捜神記』は，汪紹楹校注の中華書局本（1979）に拠り，そこで使われて
いる通し番号を記す（この番号は竹田晃氏の翻訳（1964，平凡社・東洋文庫）
と同じ）。
6） 中国の地勢は西に高く東に低いため，川はほぼ全て東に流れる。ならば逆
に西へ遡って行けば天にも近づくのでは，と考えられた。『西遊記』第47回以
下などに見える「通天河」の名はそういう意味である。
7） 中国の地獄観については，澤田瑞穂氏の『地獄変―中国の冥界説』（1968，
法蔵館→1991，平川出版社）に詳しい。
8） これについてはいま吉岡義豊氏の「中国民間の地獄十王思想について」（著
作集第１巻（1989，五月書房）所収）による。同氏が入手した『玉歴至宝抄』
という書物の挿絵（冥京図像）が影印されていて興味深いが，いま転載でき
ないのが残念である。
9） 具体的には，第二殿から第九殿までが，順に，孝・悌・忠・信・礼・義・
廉・恥に配当されるとされる。徳目の代表的で重要なものである，仁と智が
抜けていることに気付くが，これはあるいは，そもそも冥府で裁きを受ける
ような亡者はすべて不仁（ひとでなし）で無智（おろかもの）に決まってい
る，からかもしれない。
10） 『閲微草堂筆記』は，新興書局本（1969，台北）のページ数による。
11） 漢字の，冒頭の子音が上古音でｍであったグループは，共通して「みえな
い」という概念を持つ家族である。藤堂明保氏『漢字語源辞典』（1965，学
燈社）523頁参照。
12） 『聊斎志異』の「考城隍」「李伯言」「竹青」「元少先生」など。同じく「閻
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羅」の主人公は「ときどき死んで閻魔の役を務めに行く」という。「走無常」
（地上の人間だがときおり冥府の仕事の手伝いに行く者）の一種である。
13） 唐初の『続玄怪録』で蔡栄という大工が腕がいいと見込まれて，傾いた冥
界の殿宇を修繕に行かされそうになる（『太平広記』巻308）。
14） 1987年に発表された山田太一氏の小説『異人たちとの夏』およびその映画
化（1988，大林宣彦監督）は，いまだに多くの熱烈な支持者を持っている作
品だが，そこでは主人公の30年前に死んだ両親が，当時のままの姿で浅草に
住んでおり，会いに行ける。むしろかえって中国的なわけで，発表当時は（日
本人にとっては）「禁じ手」を堂々と使った，と思われ驚いたものである。
15） イザナギが黄泉国から逃げて来る箇所に見える地名で，「さか」というから
には上下高低があるように思うが，ただしこの「さか」は同語源の「さかい
（境）」だとも言われる。また高低については，日本の伝承では冥界は山の中
にあったという古い伝承（地獄が立山にあったとする話がよく知られている）
もあるので，必ずしも冥界側が低かったとは限らないという。
16） 注８に引いた吉岡氏招来の『玉歴至宝抄』の挿絵には，地獄の中に救済者
たる地蔵菩薩の姿があるにはあるが，ただ正面からの坐像があるだけで救済
に走り回ったりはしていない。
17） 注８に引いた吉岡氏招来の『玉歴至宝抄』の挿絵には，泰山府君と 都大
帝の両方が描かれている。
18） 全２巻で，「冥界の判官」はその「２」82ページ。
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The Passage to Different Worlds
─The Case of Chinese Novels─
Jiro HARADA
《Abstract》
It is well-known that the idea of different worlds in China (especially the 
world of the dead) is very secular. The underworld is a world of government 
offices operated through officials and documents, but it is located underground. 
Can we go there by the use of some tunnel?
In novels written by the old intellectuals, we find that a man who was to 
travel to the underworld was visited by messengers from that world. They 
guided him to the world of the dead, but at that time, they did not use a 
tunnel, even though that world is located underground. The underworld is 
contiguous to the world above ground. Since it is an alien world, however, 
it should be separated from the human world. How can the messengers 
guide a human being to the underground world?
According to the novels, when the messengers appear to take someone 
to their home, it is a time when the man is dying, or during illness, or in a 
dream. What do these have in common? It is a time when his eyes are 
closed. By closing the eyes, the man enters into a different world. Closing 
the eyes is the tunnel to the alien world.
The Chinese word for the underground world is ‘meikai’ which means a 
dark world. In Chinese novels, the alien world is a place that a man can 
reach by going through a dark tunnel, or by closing the eyes.
